
(57)【要約】

【課題】有機ＥＬパネルの品質を向上させることが可能

な有機ＥＬパネルの製造方法を提供する。

【解決手段】少なくとも発光層を有する有機層５を透明

電極３と背面電極６とで挟持してなる有機ＥＬ素子９を

透光性の支持基板２上に配設し、有機ＥＬ素子９を封止

部材７によって気密的に覆う有機ＥＬパネルの製造方法

であって、前記不活性液体中に固体からなる吸着剤８ａ

を混合する混合工程１２と、混合工程１２によって生じ

る吸湿部材８中の前記気泡を脱泡する脱泡工程１４と、

脱泡工程１４によって得られる吸湿部材８を封止部材７

の有機ＥＬ素子９との対向面に塗布する吸湿部材塗布工

程１５と、吸湿部材塗布工程１５後に支持基板２もしく

は封止部材７の少なくとも一方に接着剤１０を塗布し支

持基板２と封止部材７とを接合する接合工程１６と、を

含むものである。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と で 挟
持 し て な る 積 層 体 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 積 層 体 を 封 止 部 材 に よ っ て 気 密 的
に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、
不 活 性 液 体 中 に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 を 混 合 す る 混 合 工 程 と 、
前 記 混 合 工 程 に よ っ て 生 じ る 前 記 吸 湿 部 材 中 の 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 と 、
前 記 脱 泡 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記 封 止 部 材 の 前 記 積 層 体 と の 対 向 面 に 塗
布 す る 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 と 、
前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 後 に 前 記 支 持 基 板 も し く は 前 記 封 止 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 接 着 剤
を 塗 布 し 前 記 支 持 基 板 と 前 記 封 止 部 材 と を 接 合 す る 接 合 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 脱 泡 工 程 は 前 記 気 泡 を 含 む 前 記 吸 湿 部 材 に 振 動 を 与 え る 振 動 付 与 工 程 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 は ニ ー ド ル を 有 す る デ ィ ス ペ ン サ を 用 い て 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記 封 止
部 材 に 塗 布 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 第 １ 電 極 と 第 ２
電 極 と で 挟 持 し て な る 積 層 体 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 す る と と も に 、 前 記 支 持 基 板 上
に 封 止 部 材 を 配 設 す る こ と で 前 記 積 層 体 を 収 納 す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 に 関 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル と し て は 、 ガ ラ ス 材 料 か ら な る ガ ラ ス 基 板 （ 透 光 性 の 支 持 基 板 ） 上 に 、 Ｉ
Ｔ Ｏ （ ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 ｔ ｉ ｎ 　 ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） 等 に よ っ て 陽 極 と な る 透 明 電 極 （ 第 １ 電 極 ）
と 、 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 及 び 電 子 輸 送 層 か ら な る 有 機 層 と 、 陰 極 と な る ア ル
ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 等 の 非 透 光 性 の 背 面 電 極 （ 第 ２ 電 極 ） と を 順 次 積 層 し て 積 層 体 で あ る 有
機 Ｅ Ｌ 素 子 を 形 成 し 、 こ の 積 層 体 を 覆 う ガ ラ ス 材 料 か ら な る 封 止 部 材 を ガ ラ ス 基 板 上 に 配
設 し て な る も の が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
か か る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 ガ ラ ス 基 板 と 封 止 部 材 と を 接 合 す る こ と で 得 ら れ る 収 納 空 間 （
気 密 空 間 ） 内 に 積 層 体 を 収 納 し 、 例 え ば フ ッ 素 系 オ イ ル か ら な る 不 活 性 液 体 中 に 固 体 の 吸
着 剤 を 所 定 の 割 合 で 混 合 す る こ と に よ っ て 得 ら れ る ク リ ー ム 状 の 吸 湿 部 材 を 封 止 部 材 の 積
層 体 と の 対 向 面 に 塗 布 し 、 気 密 空 間 内 の 水 分 を 吸 収 す る 構 造 が 用 い ら れ て い る 。 こ れ は 本
願 出 願 人 が 特 願 ２ ０ ０ ０ － ３ ５ ９ ３ ４ ４ 号 に よ っ て 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 不 活 性 液 体 と 吸 着 剤 と を 混 合 す る こ と に よ
っ て ク リ ー ム 状 の 吸 湿 部 材 を 得 る た め の 混 合 工 程 を 有 す る も の で あ り 、 こ の 混 合 工 程 は 混
合 時 に お い て 吸 湿 部 材 中 に 気 泡 が 混 入 し て し ま い 、 こ の 気 泡 が 混 入 さ れ た 吸 湿 部 材 を 封 止
部 材 の 対 向 面 に 塗 布 後 、 接 合 工 程 に お け る 減 圧 室 内 に お い て ガ ラ ス 基 板 と 封 止 基 板 と を 接
合 す る と 、 吸 湿 部 材 中 に 混 入 し て い る 気 泡 が 発 泡 し 、 封 止 部 材 に お け る 対 向 面 と 微 少 距 離
を 隔 て て 配 設 さ れ る 積 層 体 に 発 泡 時 に 飛 散 す る 吸 湿 部 材 が 積 層 体 に 衝 突 す る こ と に な り 、
こ れ に よ り 積 層 体 に ダ メ ー ジ を 与 え て し ま い 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 品 質 を 低 下 さ せ て し ま う
と い う 問 題 を 有 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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本 発 明 は 、 こ の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 そ の 主 な 目 的 は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 品 質 を 向
上 さ せ る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 少 な く と も 一 方 が
透 光 性 の 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と で 挟 持 し て な る 積 層 体 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前
記 積 層 体 を 封 止 部 材 に よ っ て 気 密 的 に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 不 活 性 液
体 中 に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 を 混 合 す る 混 合 工 程 と 、 前 記 混 合 工 程 に よ っ て 生 じ る 前 記 吸 湿
部 材 中 の 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 と 、 前 記 脱 泡 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記
封 止 部 材 の 前 記 積 層 体 と の 対 向 面 に 塗 布 す る 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 と 、 前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程
後 に 前 記 支 持 基 板 も し く は 前 記 封 止 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 接 着 剤 を 塗 布 し 前 記 支 持 基 板
と 前 記 封 止 部 材 と を 接 合 す る 接 合 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
ま た 本 発 明 は 、 前 記 脱 泡 工 程 は 前 記 気 泡 を 含 む 前 記 吸 湿 部 材 に 振 動 を 与 え る 振 動 付 与 工 程
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 本 発 明 は 、 前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 は ニ ー ド ル を 有 す る デ ィ ス ペ ン サ を 用 い て 前 記 吸 湿
部 材 を 前 記 封 止 部 材 に 塗 布 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ き 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ ， 図 ２ に お い て 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ は 、 透 光 性 の 支 持 基 板 （ ガ ラ ス 基 板 ） ２ と 、 透 明
電 極 （ 第 １ 電 極 ） ３ と 、 絶 縁 層 ４ と 、 有 機 層 ５ と 、 背 面 電 極 （ 第 ２ 電 極 ） ６ と 、 封 止 部 材
７ と 、 吸 湿 部 材 ８ と か ら 主 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
支 持 基 板 （ ガ ラ ス 基 板 ） ２ は 、 長 方 形 形 状 か ら な る 透 光 性 の 平 板 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
透 明 電 極 ３ は 、 支 持 基 板 ２ 上 に Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 光 性 の 導 電 性 材 料 を 蒸 着 法 や ス パ ッ タ リ ン グ
法 等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ る も の で 、 日 の 字 型 の 表 示 セ グ メ ン ト 部 ３ ａ と 、 個 々 の セ グ
メ ン ト か ら そ れ ぞ れ 引 き 出 し 形 成 さ れ た リ ー ド 部 ３ ｂ と 、 リ ー ド 部 ３ ｂ の 終 端 部 に 設 け ら
れ る 電 極 部 ３ ｃ と を 備 え て い る 。 な お 、 電 極 部 ３ ｃ 群 は 、 支 持 基 板 ２ の 一 辺 に 集 中 的 に 配
設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
絶 縁 層 ４ は 、 例 え ば ポ リ イ ミ ド 系 の 透 光 性 絶 縁 材 料 か ら な り 、 例 え ば フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ
ー 法 等 の 手 段 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 絶 縁 層 ４ は 、 表 示 セ グ メ ン ト 部 ３ ａ に 対 応 し た 窓 部 ４
ａ と 、 背 面 電 極 ６ の 後 述 す る 電 極 部 に 対 応 す る 切 り 欠 き 部 ４ ｂ と を 有 し 、 発 光 領 域 の 輪 郭
を 鮮 明 に 表 示 す る た め 透 明 電 極 ３ の 表 示 セ グ メ ン ト 部 ３ ａ の 周 縁 部 と 若 干 重 な る よ う に 窓
部 ４ ａ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 透 明 電 極 ３ と 背 面 電 極 ６ と の 絶 縁 を 確 保 す る た め に リ ー ド 部 ３
ｂ 上 を 覆 う よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
有 機 層 ５ は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る も の で あ れ ば 良 い が 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に お い て
は 正 孔 注 入 層 ， 正 孔 輸 送 層 ， 発 光 層 及 び 電 子 輸 送 層 を 蒸 着 法 や ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 の 手 段
に よ っ て 順 次 積 層 形 成 し て な る も の で あ る 。 有 機 層 ５ は 、 絶 縁 層 ４ に お け る 窓 部 ４ ａ の 形
成 箇 所 に 対 応 す る よ う に 所 定 の 大 き さ を も っ て 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
背 面 電 極 ６ は 、 ア ル ミ （ Ａ ｌ ） や ア ル ミ リ チ ウ ム （ Ａ ｌ ： Ｌ ｉ ） ， マ グ ネ シ ウ ム 銀 （ Ｍ ｇ
： Ａ ｇ ） 等 の 非 透 光 性 の 導 電 性 材 料 か ら 構 成 さ れ 、 蒸 着 法 や ス パ ッ タ リ ン グ 法 等 の 手 段 に
よ っ て 形 成 さ れ る も の で あ り 、 有 機 層 ５ 上 に 配 設 さ れ る 。 背 面 電 極 ６ は 、 透 明 電 極 ３ に お
け る 各 電 極 部 ３ ｃ と 隣 接 す る よ う に 支 持 基 板 ２ の 一 辺 に 設 け ら れ る リ ー ド 部 ６ ａ と 電 気 的
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に 接 続 さ れ る 。 な お 、 リ ー ド 部 ６ ａ の 終 端 部 に は 電 極 部 ６ ｂ が 設 け ら れ 、 リ ー ド 部 ６ ａ 及
び 電 極 部 ６ ｂ は 透 明 電 極 ３ と 同 材 料 に よ り 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
以 上 の よ う に 、 支 持 基 板 ２ 上 に 透 明 電 極 ３ と 絶 縁 層 ４ と 有 機 層 ５ と 背 面 電 極 ６ と を 順 次 積
層 し 積 層 体 を 形 成 す る こ と で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
封 止 部 材 ７ は 、 例 え ば ガ ラ ス 材 料 か ら な る 平 板 部 材 に 凹 部 ７ ａ を 形 成 し て な る も の で あ る
。 封 止 部 材 ７ は 、 凹 部 ７ ａ を 取 り 囲 む よ う に 形 成 さ れ る 支 持 部 ７ ｂ を 、 例 え ば 紫 外 線 硬 化
型 エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な る 接 着 剤 １ ０ を 介 し て 支 持 基 板 ２ 上 に 気 密 的 に 配 設 す る こ と で 、 封
止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ と で 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を 収 納 す る 気 密 空 間 １ １ を 構 成 す る 。 な お 、 封
止 部 材 ７ は 、 透 明 電 極 ３ の 電 極 部 ３ ｃ 及 び 背 面 電 極 ６ の 電 極 部 ６ ｂ が 外 部 に 露 出 す る よ う
に 支 持 基 板 ２ よ り も 若 干 小 さ 目 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
吸 湿 部 材 ８ は 、 封 止 部 材 ７ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ と の 対 向 面 、 す な わ ち 封 止 部 材 ７ の 凹 部 ７ ａ
の 底 面 に 形 成 さ れ 、 且 つ 厚 さ が 略 均 一 と な る よ う に 気 密 空 間 １ １ 内 に 配 設 さ れ る 。 吸 湿 部
材 ８ は 、 活 性 ア ル ミ ナ ， モ レ キ ュ ラ シ ー ブ ス ， 酸 化 カ ル シ ウ ム 及 び 酸 化 バ リ ウ ム 等 の 物 理
的 あ る い は 化 学 的 に 水 分 を 吸 着 す る １ ０ μ ｍ 以 下 の 吸 着 剤 （ 固 体 の 吸 着 剤 ） ８ ａ を 有 す る
も の で 、 吸 着 剤 ８ ａ が 流 動 し な い 程 度 の 粘 性 を 有 す る ク リ ー ム 状 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 吸 湿 部 材 ８ は 封 止 部 材 ７ を 接 着 剤 １ ０ を 介 し て 支 持 基 板 ２ に 接 合 し た 際 に 、 吸 湿
部 材 ８ 及 び 吸 湿 部 材 ８ に 含 有 さ れ る 吸 着 剤 ８ ａ が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ と 離 間 す る よ う に 配 設 さ
れ る と 共 に 、 少 な く と も 発 光 エ リ ア に 対 向 す る 部 分 の 最 大 厚 み が 例 え ば ０ ． ５ ｍ ｍ 以 下 の
略 均 一 の 厚 み を 有 す る よ う に 配 設 さ れ る 。 な お 、 吸 湿 部 材 ８ は 凹 部 ７ ａ の 底 面 に 塗 布 さ れ
た 後 、 他 の 箇 所 へ は 流 動 し な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 各 部 に よ っ て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ が 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 図 ３ ～ 図 ５ を 用 い て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 を 説 明 す る が 、 支 持 基 板 ２ へ の 積 層
体 の 形 成 工 程 は 一 般 的 な 蒸 着 工 程 で あ る た め 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
先 ず 、 例 え ば フ ッ 素 系 オ イ ル か ら な る 不 活 性 液 体 中 に 所 定 量 の 吸 着 剤 ８ ａ を 混 合 す る こ と
で 、 吸 着 剤 ８ ａ を 含 有 す る 粘 性 を 有 す る ク リ ー ム 状 の 吸 湿 部 材 ８ を 得 る （ 混 合 工 程 １ ２ ）
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 吸 湿 部 材 ８ を 塗 布 す る た め の 後 述 す る 塗 布 装 置 に 配 設 さ れ る 図 示 し な い シ リ ン ジ 内
に 混 合 工 程 １ ２ に よ っ て 得 ら れ た 吸 湿 部 材 ８ を 充 填 す る （ 充 填 工 程 １ ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 混 合 工 程 １ ２ 及 び 充 填 工 程 １ ３ に よ っ て 吸 湿 部 材 ８ 中 に 生 成 さ れ る （ 混 入 す る ）
気 泡 を 脱 泡 す る た め に 、 吸 湿 部 材 ８ が 充 填 さ れ た 前 記 シ リ ン ジ を 真 空 引 き す る と と も に 、
前 記 シ リ ン ジ に 対 し て 振 動 を 与 え る こ と に よ り 前 記 気 泡 を 脱 泡 す る （ 脱 泡 工 程 （ 振 動 付 与
工 程 ） １ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
以 上 の 各 工 程 に よ っ て 吸 湿 部 材 ８ が 生 成 さ れ る 。 な お 、 前 記 フ ッ 素 系 オ イ ル を 用 い て 吸 湿
部 材 ８ を ク リ ー ム 状 に 構 成 す る 場 合 は 、 前 記 フ ッ 素 系 オ イ ル と 吸 着 剤 ８ ａ と を ８ ０ ： ２ ０
ｗ ｔ ％ の 混 合 比 と す る こ と で 、 吸 着 剤 ８ ａ が 流 動 し な い ク リ ー ム 状 の 吸 着 部 材 ８ が 得 ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
次 に 、 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら れ た ク リ ー ム 状 の 吸 湿 部 材 ８ を 封 止 部 材 ７ に お け る 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ９ と の 対 向 面 （ 凹 部 ７ ａ の 底 面 ） に 塗 布 す る 塗 布 工 程 １ ５ に つ い て 、 図 ４ 及 び 図
５ を 用 い て 詳 述 す る 。 図 ４ は 、 封 止 部 材 ７ に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ と の 対 向 面 に 吸 湿 部 材
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８ を 塗 布 す る た め の 塗 布 装 置 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
塗 布 装 置 ２ ０ は 、 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら れ た 吸 湿 部 材 ８ を 所 定 量 吐 出 す る た め の デ ィ
ス ペ ン サ ２ １ を 備 え る と と も に 、 こ の デ ィ ス ペ ン サ ２ １ に は 、 吸 湿 部 材 ８ を 吐 出 す る 後 述
す る 吐 出 口 を 備 え た ニ ー ド ル ２ ２ を 備 え て い る 。 ま た 、 デ ィ ス ペ ン サ ２ １ は 、 ア ク チ ュ エ
ー タ や サ ー ボ モ ー タ 等 か ら 構 成 さ れ る Ｘ － Ｙ － Ｚ 移 動 手 段 に よ っ て 横 （ Ｘ ） ， 縦 （ Ｙ ） 及
び 高 さ （ Ｚ ） 方 向 に 移 動 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 塗 布 装 置 ２ ０ は 、 真 空 引 き
さ れ 、 且 つ 窒 素 雰 囲 気 中 と な る 吸 湿 部 材 塗 布 室 内 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ５ は 、 封 止 部 材 ７ の 凹 部 ７ ａ の 底 面 に 塗 布 装 置 ２ ０ を 用 い て 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら
れ た 吸 湿 部 材 ８ を 塗 布 す る 状 態 を 示 す も の で あ る 。 塗 布 装 置 ２ ０ の デ ィ ス ペ ン サ ２ １ に 設
け ら れ た ニ ー ド ル ２ ２ に は 、 封 止 部 材 ７ の 凹 部 ７ ａ の 底 面 （ 平 面 ） に 対 応 し た 平 坦 面 ２ ２
ａ を 有 し 、 こ の 平 坦 面 ２ ２ ａ の 略 中 央 に は 吸 湿 部 材 ８ を 吐 出 す る 吐 出 口 ２ ２ ｂ を 備 え て い
る 。 デ ィ ス ペ ン サ ２ １ は 、 前 記 Ｘ － Ｙ － Ｚ 移 動 手 段 に よ っ て 、 ま ず 凹 部 ７ ａ の 底 面 に デ ィ
ス ペ ン サ ２ １ を 下 降 さ せ て 、 ニ ー ド ル ２ ２ の 平 坦 面 ２ ２ ａ と 凹 部 ７ ａ の 底 面 と の 距 離 が ０
． ５ ｍ ｍ に な る よ う に ニ ー ド ル ２ ２ を 前 記 底 面 に 近 接 配 置 さ せ る 。 次 に 、 吐 出 口 ２ ２ ｂ か
ら 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら れ た 吸 湿 部 材 ８ を 吐 出 さ せ 平 坦 面 ２ ２ ａ と 前 記 底 面 と の 隙 間
Ｓ に 流 し 込 む と と も に 、 前 記 Ｘ － Ｙ － Ｚ 移 動 手 段 に よ っ て 、 前 記 ニ ー ド ル を 前 記 底 面 に 対
し て Ｘ 方 向 に 終 点 ま で 平 行 移 動 さ せ る こ と で 吸 湿 部 材 ８ が 前 記 底 面 に 塗 布 さ れ る （ 吸 湿 部
材 塗 布 工 程 １ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
そ し て 、 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 １ ５ 後 に 減 圧 さ れ た 窒 素 雰 囲 気 中 の 室 内 に お い て 、 脱 泡 工 程 １
４ に よ っ て 得 ら れ た 吸 湿 部 材 ８ が 凹 部 ７ ａ の 底 面 に 塗 布 さ れ る と と も に 、 接 着 剤 １ ０ が 支
持 部 ７ ｂ に 塗 布 さ れ た 封 止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ と を 重 ね 合 わ せ 装 置 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て
平 行 状 態 を 保 ち な が ら 、 且 つ 凹 部 ７ ａ が 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ に 対 応 す る よ う に 重 ね 合 わ さ れ る
と と も に 、 減 圧 室 内 に お い て 封 止 部 材 ７ 側 も し く は 支 持 基 板 ２ 側 か ら 所 定 の 圧 力 を 付 与 し
た 状 態 に て 、 紫 外 線 を 照 射 す る こ と に よ り 封 止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ と を 接 合 す る （ 接 合 工
程 １ ６ ） 。 こ れ に よ り 封 止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ に よ っ て 構 成 さ れ る 気 密 空 間 １ １ 内 に 有 機
Ｅ Ｌ 素 子 ９ が 得 ら れ る 構 造 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
か か る 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 ５ を 透 明 電 極 ３ と 背 面 電 極
６ と で 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を 透 光 性 の 支 持 基 板 ２ 上 に 配 設 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を
封 止 部 材 ７ に よ っ て 気 密 的 に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 不 活 性 液 体 中
に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 ８ ａ を 混 合 す る 混 合 工 程 １ ２ と 、 混 合 工 程 １ ２ に よ っ て 生 じ る 吸 湿
部 材 ８ 中 の 前 記 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 １ ４ と 、 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら れ る 吸 湿 部 材
８ を 封 止 部 材 ７ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ と の 対 向 面 に 塗 布 す る 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 １ ５ と 、 吸 湿 部
材 塗 布 工 程 １ ５ 後 に 支 持 基 板 ２ も し く は 封 止 部 材 ７ の 少 な く と も 一 方 に 接 着 剤 １ ０ を 塗 布
し 支 持 基 板 ２ と 封 止 部 材 ７ と を 接 合 す る 接 合 工 程 １ ６ と 、 を 含 む も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
従 っ て 、 吸 湿 部 材 ８ に は 混 合 工 程 １ ２ 及 び 充 填 工 程 １ ３ に よ っ て 吸 湿 部 材 ８ 中 に 前 記 気 泡
が 混 入 す る が 、 こ の 吸 湿 部 材 ８ 中 に 混 入 し た 前 記 気 泡 は 充 填 工 程 １ ３ 後 の 脱 泡 工 程 １ ４ に
よ っ て 脱 泡 さ れ る 。 こ の た め 、 脱 泡 工 程 １ ４ に よ っ て 得 ら れ る 吸 湿 部 材 ８ 中 に 前 記 気 泡 が
混 入 し て い な い こ と か ら 、 減 圧 室 内 に お け る 封 止 部 材 ７ と 支 持 基 板 ２ と の 接 合 工 程 １ ６ に
お い て 前 記 気 泡 の 発 泡 に よ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ へ の ダ メ ー ジ を 与 え る こ と が な く 、 有 機 Ｅ Ｌ
パ ネ ル １ の 品 質 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 脱 泡 工 程 １ ４ は 前 記 気 泡 を 含 む 吸 湿 部 材 ８ に 振 動 を 与 え る 前 記 振 動
付 与 工 程 を 含 む こ と に よ り 、 粘 性 を 有 す る 吸 湿 部 材 ８ 中 に 混 入 し て い る 前 記 気 泡 に 振 動 を
与 え る こ と で 前 記 気 泡 が 効 率 的 に 脱 泡 さ れ る こ と か ら 、 脱 泡 工 程 １ ４ に お け る 前 記 気 泡 を
含 有 し な い 吸 湿 部 材 ８ を 時 間 を 要 す る こ と な く 得 る こ と が 可 能 と な る ば か り で な く 、 吸 湿
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部 材 ８ を 凹 部 ７ ａ の 底 面 に 塗 布 す る 際 に 前 記 気 泡 に よ る 吸 湿 部 材 ８ の 塗 布 ム ラ を 抑 制 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 １ ５ は ニ ー ド ル ２ ２ を 有 す る デ ィ ス ペ ン サ ２ １ を
用 い て 吸 湿 部 材 ８ を 封 止 部 材 ７ に 塗 布 す る 工 程 か ら な る こ と に よ り 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ の
塗 布 工 程 に お け る 生 産 性 を 高 め る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
な お 本 実 施 形 態 で は 、 脱 泡 工 程 １ ４ は 前 記 気 泡 を 含 む 吸 湿 部 材 ８ に 振 動 を 与 え る こ と に よ
り 前 記 気 泡 を 脱 泡 す る 前 記 振 動 付 与 工 程 を 含 む 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 請 求 項 １ に 記 載
の 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 吸 湿 部 材 ８ 中 に 混 入 す る 前 記 気 泡 を 脱 泡 す る 手
段 は 任 意 で あ り 、 例 え ば 脱 泡 工 程 １ ４ は 吸 湿 部 材 ８ に 回 転 を 与 え る こ と に よ り 前 記 気 泡 を
脱 泡 す る 回 転 付 与 工 程 を 含 む よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 封 止 部 材 ７ が ガ ラ ス 材 料 か ら な る 例 に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば 封
止 部 材 ７ は 金 属 材 料 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 但 し 、 こ の 場 合 は 、 リ ー ド 部 ３ ｂ ， ６ ａ の
金 属 封 止 部 材 に よ る シ ョ ー ト を 防 止 す る た め 、 接 着 剤 中 に 絶 縁 材 （ 樹 脂 、 ガ ラ ス 材 料 ） か
ら な る ボ ー ル 状 、 円 柱 状 の ス ペ ー サ を 含 有 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
ま た 本 実 施 形 態 で は 、 封 止 部 材 ７ は 凹 部 ７ ａ と 支 持 部 ７ ｂ と が 一 体 に 形 成 さ れ た 構 造 で あ
っ た が 、 本 発 明 に 適 用 さ れ る 封 止 部 材 ７ は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 平 板 部
材 と 支 持 部 と な る ス ペ ー サ に よ っ て 封 止 部 材 ７ を 構 成 す る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 初 期 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 品 質 を 向 上
さ せ る こ と が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 に お け る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 に お け る 吸 湿 部 材 の 塗 布 装 置 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 に お け る 吸 湿 部 材 の 塗 布 方 法 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル
２ 　 　 支 持 基 板
３ 　 　 透 明 電 極 （ 第 １ 電 極 ）
４ 　 　 絶 縁 層
５ 　 　 有 機 層
６ 　 　 背 面 電 極 （ 第 ２ 電 極 ）
７ 　 　 封 止 部 材
７ ａ 　 凹 部
８ 　 　 吸 湿 部 材
８ ａ 　 吸 着 剤
９ 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
１ ０ 　 　 接 着 剤
１ １ 　 　 気 密 空 間
１ ２ 　 　 混 合 工 程
１ ３ 　 　 充 填 工 程
１ ４ 　 　 脱 泡 工 程
１ ５ 　 　 吸 湿 部 材 塗 布 工 程
１ ６ 　 　 接 合 工 程
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 5月 19日 (2003.5.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 少 な く と も 一 方 が 透 光 性 の 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と で 挟
持 し て な る 積 層 体 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前 記 積 層 体 を 封 止 部 材 に よ っ て 気 密 的
に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、
不 活 性 液 体 中 に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 を 混 合 す る こ と で 吸 湿 部 材 を 得 る 混 合 工 程 と 、
前 記 混 合 工 程 に よ っ て 生 じ る 前 記 吸 湿 部 材 中 の 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 と 、
前 記 脱 泡 工 程 に よ っ て 得 ら れ る 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記 封 止 部 材 の 前 記 積 層 体 と の 対 向 面 に 塗
布 す る 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 と 、
前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 後 に 前 記 支 持 基 板 も し く は 前 記 封 止 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 接 着 剤
を 塗 布 し 前 記 支 持 基 板 と 前 記 封 止 部 材 と を 接 合 す る 接 合 工 程 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 脱 泡 工 程 は 前 記 気 泡 を 含 む 前 記 吸 湿 部 材 に 振 動 を 与 え る 振 動 付 与 工 程 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 は ニ ー ド ル を 有 す る デ ィ ス ペ ン サ を 用 い て 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記 封 止
部 材 に 塗 布 す る 工 程 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 を 少 な く と も 一 方 が
透 光 性 の 第 １ 電 極 と 第 ２ 電 極 と で 挟 持 し て な る 積 層 体 を 透 光 性 の 支 持 基 板 上 に 配 設 し 、 前
記 積 層 体 を 封 止 部 材 に よ っ て 気 密 的 に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 不 活 性 液
体 中 に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 を 混 合 す る こ と で 吸 湿 部 材 を 得 る 混 合 工 程 と 、 前 記 混 合 工 程 に
よ っ て 生 じ る 前 記 吸 湿 部 材 中 の 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 と 、 前 記 脱 泡 工 程 に よ っ て 得 ら れ
る 前 記 吸 湿 部 材 を 前 記 封 止 部 材 の 前 記 積 層 体 と の 対 向 面 に 塗 布 す る 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 と 、
前 記 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 後 に 前 記 支 持 基 板 も し く は 前 記 封 止 部 材 の 少 な く と も 一 方 に 接 着 剤
を 塗 布 し 前 記 支 持 基 板 と 前 記 封 止 部 材 と を 接 合 す る 接 合 工 程 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
か か る 実 施 形 態 に お い て は 、 少 な く と も 発 光 層 を 有 す る 有 機 層 ５ を 透 明 電 極 ３ と 背 面 電 極
６ と で 挟 持 し て な る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を 透 光 性 の 支 持 基 板 ２ 上 に 配 設 し 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ を
封 止 部 材 ７ に よ っ て 気 密 的 に 覆 う 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 製 造 方 法 で あ っ て 、 前 記 不 活 性 液 体 中
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に 固 体 か ら な る 吸 着 剤 ８ ａ を 混 合 す る こ と で 吸 湿 部 材 ８ を 得 る 混 合 工 程 １ ２ と 、 混 合 工 程
１ ２ に よ っ て 生 じ る 吸 湿 部 材 ８ 中 の 前 記 気 泡 を 脱 泡 す る 脱 泡 工 程 １ ４ と 、 脱 泡 工 程 １ ４ に
よ っ て 得 ら れ る 吸 湿 部 材 ８ を 封 止 部 材 ７ の 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ９ と の 対 向 面 に 塗 布 す る 吸 湿 部 材
塗 布 工 程 １ ５ と 、 吸 湿 部 材 塗 布 工 程 １ ５ 後 に 支 持 基 板 ２ も し く は 封 止 部 材 ７ の 少 な く と も
一 方 に 接 着 剤 １ ０ を 塗 布 し 支 持 基 板 ２ と 封 止 部 材 ７ と を 接 合 す る 接 合 工 程 １ ６ と 、 を 含 む
も の で あ る 。
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造方法。 解决方案：在透明支撑基板2上布置有机EL元件9，其中至少具
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盖，其中，混合步骤12是在惰性液体中混合固体吸附剂8a，以及由混合
步骤12产生的水分吸收部件8中的气泡。 用于消泡的消泡步骤14，用于
将通过消泡步骤14获得的吸湿部件8施加到面对有机EL元件9的密封部件
7的表面上的吸湿部件施加步骤15，以及在吸湿部件施加步骤15之后。 
包括将粘合剂10粘合到支撑基板2和密封构件7中的至少一个以粘合支撑
基板2和密封构件7的粘合步骤16。 [选择图]图3
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